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God Save the Queen
 

松
浦 

俊
博 

 

「
女
王
が
亡
く
な
っ
た
ね
」
。
妻
が
九
月
八
日
の
夕
方
帰
宅
す
る
な
り
言
っ
た
。
不
意
を
突
か

れ
た
私
は
し
ば
ら
く
声
が
出
な
か
っ
た
。
い
つ
も
英
国
王
室
家
族
が
集
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
バ
ル
モ
ラ
ル
城
で
最
後
の
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

１
９
７
６
年
に
会
社
か
ら
英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
留
学
し
、
妻
と
一
年
半
の
間
、
チ

ャ
ー
チ
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ラ
ッ
ト
で
暮
ら
し
た
。
女
王
や
王
族
た
ち
の
活
動
は
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
よ
く
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
皇
室
よ
り
ず
い
ぶ
ん
活
動
的
だ
と
感
じ
て
い
た
。
女
王

Elizabeth

の
ｉ
は
イ
と
ウ
の
中
間
音
で
、
私
に
は
う
ま
く
発
音
で
き
な
い
。
彼
女
は
五
十
歳

で
私
の
母
よ
り
五
歳
若
く
、
王
子
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
私
よ
り
一
つ
上
で
同
年
代
家
族
と
い
う

親
近
感
が
あ
っ
た
。 

 

当
時
の
学
生
た
ち
に
は
、
「
王
室
は
金
持
ち
と
い
う
こ
と
だ
よ
」
と
冷
め
た
コ
メ
ン
ト
を
す

る
人
が
多
か
っ
た
。
７
７
年
のSilver Jubilee

の
パ
レ
ー
ド
を
見
に
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た

話
を
し
て
も
、
「
楽
し
め
て
よ
か
っ
た
ね
」
く
ら
い
の
反
応
だ
っ
た
。
ま
た
、
第
二
次
大
戦
の

影
響
で
英
国
民
に
未
だ
反
日
感
情
が
残
っ
て
い
た
。
英
国
王
室
で
は
、
特
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
殿
下

の
叔
父
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
卿
の
反
日
感
情
は
収
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
７
５
年
の

女
王
訪
日
を
経
て
、
一
般
の
国
民
レ
ベ
ル
で
も
反
日
感
情
を
む
き
出
し
に
す
る
こ
と
は
な
く

な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
は
女
王
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
う
。 

 

そ
の
頃
の
英
国
に
は
目
立
つ
女
性
が
三
人
い
た
。
女
王
、
保
守
党
（
当
時
は
野
党
）
の
サ
ッ

チ
ャ
ー
党
首
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
リ
ッ
ポ
ン
で
あ
る
。
み
ん
な
能
力
・
容
姿
と
も
恵
ま
れ

た
人
た
ち
だ
っ
た
が
、
女
王
の
自
然
に
溢
れ
だ
す
気
品
は
誰
に
も
ま
ね
が
で
き
な
か
っ
た
。
最

近
の
女
王
は
、
あ
の
頃
よ
り
ず
い
ぶ
ん
気
さ
く
に
振
舞
わ
れ
て
い
る
。
職
場
に
い
た
英
国
人
の

若
者
も
絶
賛
し
て
い
た
。
王
室
が
支
持
さ
れ
る
た
め
、
変
わ
ろ
う
と
決
心
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

英
国
に
は
国
歌
や
愛
国
歌
の
類
が
五
つ
あ
り
、BBC Proms

（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
）

な
ど
に
集
ま
っ
た
人
々
が
全
員
で
歌
う
の
は
羨
ま
し
い
。
十
一
月
十
一
日
の

Remembrance 

Day

で
戦
没
者
追
悼
式
に
女
王
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
彼
女
も
「I 

Vow 
to 

Thee
, 

My 

Country

」
を
歌
わ
れ
る
。
た
だ
、
当
然
だ
が
「God Save the Queen

」
は
当
事
者
で
あ
る

女
王
は
歌
わ
れ
な
い
。 

天
国
で
は
ど
ん
な
歌
を
歌
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
。 
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